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概 要

細菌第二部は、ジフテリア、百日咳、結核、インフルエンザ

菌感染症、マイコプラズマ感染症などの細菌性呼吸器感染

症、破傷風、ボツリヌス症、クロストリディオイデス・ディフィシ

ル感染症などの偏性嫌気性細菌感染症、ヘリコバクター属

菌等による日和見感染症や慢性感染症、鼻疽、類鼻疽など

の希少感染症、猫ひっかき病など一部の人獣共通感染症に

ついて予防・診断・治療およびそれらに関するレファレンス業

務にかかわることを所管する。これらの感染症の原因となる

細菌について病原性、薬剤耐性の分子機構の解明や分子

疫学解析、新規の薬剤やワクチン、診断法開発を行う。また、

ジフテリアトキソイド、破傷風トキソイド、百日せきワクチン、

BCG ワクチン、Hib ワクチン、精製ツベルクリン、抗毒素など

の生物学的製剤の品質管理試験およびそれらの品質管理

に必要な標準品に関すること、無菌性保証に関すること、並

びにそれらのレファレンス業務を行う。これらの感染症の研究

やワクチン等生物学的製剤の品質管理に関して国際協力も

行う。

細菌第二部は研究業務の他、特にワクチン等生物学的製

剤の品質管理業務ならびに所掌する感染症に関するレファ

レンス等行政的な業務が非常に多い。平成 30 年度において

は、担当する生物学的製剤の SLP 審査で製造販売業者が

実施した自家試験結果に疑義が認められた製剤があったた

め、業務管理課ならびに厚生労働省とともに文書による照会

や面談を行い、長時間をかけて内容について協議を行った。

また別の製剤では、厚生労働省等からの依頼により品質を

再確認するために通常の国家検定では実施していない試験

も含めて収去試験や依頼試験を実施した。このように検定基

準で定められた通常業務の他に、生物学的製剤の品質確保

のために多くの付加業務を行った。細菌第二部は所掌する

感染症の病原体サーベイランスや行政検査、ワクチンに関連

する流行予測事業を担当しているが、流行予測事業につい

て 2018 年は、百日咳、ジフテリア、破傷風の感受性調査、侵

襲性インフルエンザ菌感染症の感染源調査が行われた。感

受性調査では自治体が血清の収集と抗体価測定を実施す

るが、ジフテリアについては参加自治体に対し培養細胞法の

講習会を行なった。破傷風については共同研究で新しく開

発中の破傷風抗体価測定キットの評価を行い、従来キット在

庫品との比較ができるように流行予測事業事務局、自治体、

キットのメーカーと試薬配布などを行った。このように当該事

業が全国で円滑に実施できるように必要な講習や調整を行

なった。その他、百日咳の感染症発生動向調査の精度向上

を目的に、感染症法に基づく医師届出ガイドラインを感染症

疫学センターと協力して作成した。これらの詳細は以下の業

績に述べられているが、このように細菌第二部では例年研究

業務に加えて、行政的に重要な業務も多く担っている。

業 績

調査・研究

I．インフルエンザ菌（Haemophilus influenzae）ならびに細菌

性髄膜炎起因菌に関する研究

1. 成人由来侵襲性インフルエンザ菌の解析

侵襲性インフルエンザ菌感染症の報告が義務化された

2013 年 4 月以降に分離された成人由来のインフルエンザ菌

について、10 道県から報告された症例の特徴を解析し、分

離された起因菌の同定、莢膜型別、抗菌薬感受性試験、遺

伝子型別を実施。症例年齢の中央値は 77 歳、基礎疾患あり

が 82.2%、菌血症を伴う肺炎が 60%、原発巣不明菌血症が

36%であった。殆どの分離株が無莢膜型の NTHi（95.6%）で、

その他血清型 b（0.8%）、e（1.2%）、f（2.4%）が数株存在して

いた。186 株の MLST 解析では、89 種類の ST に分類され、

特定のＳＴによる発症の偏りは認められなかった。アンピシリ

ン非感受性は年々増加傾向を示す中今年度は急激な増加

は見られなかった。PBP3 の変異の増加とともに１株中の変異

箇所数の増加や遺伝子の挿入による変異が認められた。[久

保田眞由美、見理剛、柴山恵吾：村上光一、大石和徳（感染

症疫学センター）]

2. 小児の侵襲性インフルエンザ菌感染症患者由来菌株の

解析

小児の侵襲性インフルエンザ菌感染症の起因菌の莢膜型

と主要抗菌薬に対する感受性調査を 1 道 9 県の 15 歳未満

児を対象に実施している。特に 5 歳未満児における年平均

患者数は Haemophilus influenzae type b (Hib)ワクチン普

及前の 2008-2012 年と Hib ワクチン定期接種開始後の 2013

-2017 年を比較すると 93%(罹患率比: 0.07, 95%信頼区間

0.05-0.10, p < 0.001) 減少した。2018 年の入院患者からは

莢膜 f 型株 (Haemophilus influenzae type f: Hif )ならび

に Non-typable H. influenzae (NTHi) に加え、Hib ワクチン



細菌第二部

未接種者ならびに接種歴不明者から Hib が分離された。Hib

は依然、市中に保菌者がおり Hib ワクチン未接種者は Hib

感染リスクがあることがイギリスで報告されている。我が国に

おいても Hib ワクチン未接種者の Hib 感染リスクが示唆され

た。

[佐々木裕子、久保田眞由美、見理 剛、柴山恵吾]

II. Clostridium difficile 感染症に関する研究

1. 日本の Clostridioides difficile 感染症(CDI)疫学研究

前方視多施設疫学研究については、学会発表をすると同

時に研究内容が複数の論文としてまとめられ、そのうち１編は

受理され発表された[妹尾充敏、加藤はる]

2. アジアの医療機関における Clostridioides difficile 感染症

に関する教育啓蒙ツールの開発

アウトブレイク事例、劇症腸炎症例などの国内事例に対応

することにより、誰がどのような情報を必要としているのか調

査を進めた。ベトナム National Institute of Hygiene and 

Epidemiology (NIHE)との共同研究では、Vu Thi Thu Huong

が NIHE を辞めたため、新しく Nguyen Thuy Tram が共同研

究者となった。 [妹尾充敏、加藤はる、Vu Thi Thu Huong, 

Nguyen Thuy Tram (NIHE, Vietnam) ]

3. Clostridioides difficile 感染症（CDI）に対する DNA ワクチ

ンの開発

Toxin B に対する DNA ワクチンを接種したマウスに致死量

の Toxin B を投与したところ、生存が確認された。また、本ワ

クチンを接種したマウスに致死量の Toxin A を投与してもマ

ウスは生存していた。この結果から、本ワクチンの接種によ

り、Toxin B と Toxin A の両方に対する防御能を獲得すること

ができることが示された。[妹尾充敏、加藤はる]

4. Clostridioides difficile 感染症（CDI）の糞便移植療法

（FMT）に関する研究

FMT 前後の患者糞便およびドナーの糞便のメタボローム解

析を行い、得られたデータについて多変量解析を行ったとこ

ろ、FMT 前と FMT 後およびドナーとの間に明確な代謝プロ

ファイルの違いが認められた。[妹尾充敏、加藤はる]

III. マイコプラズマに関する研究

1. 肺炎マイコプラズマ株の収集と遺伝子解析

2018 年も M. pneumoniae の分離菌の収集と遺伝子型別、

薬剤耐性率の調査を行った。2016 年の大きな流行以降、マ

イコプラズマ肺炎の発生件数は減少し、菌株の収集数も少な

くなっている。埼玉県と大阪府で収集された 26 株について、

p1 遺伝子型別とマクロライド耐性の分析を行った。その結果、

p1 遺伝子型が 1 型のものが 1 株、2 型が 17 株、2c 型が 8

株だった。このうち 23S rRNA 遺伝子にマクロライド耐性変異

を有していたのは p1 遺伝子が 1 型の 1 株のみで、2 型およ

び 2c 型の菌は、マクロライド耐性変異を有していなかった。

マクロライド感受性の 2 型系統の菌が増加し、国内の M. 

pneumoniae 分離菌のマクロライド耐性率が低下している。

[山崎 勉 （若葉こどもクリニック）、勝川千尋（大阪健康安全

基盤研究所）、見理 剛、柴山恵吾]

IV. ジフテリアおよび類似疾患に関する研究

1. Corynebacterium ulcerans 菌株の解析

ジフテリア類似の人獣共通感染症である Corynebacterium 

ulcerans 感染症の発生動向を把握するため、ヒト症例および

動物からの分離株の収集と解析を行っている。2018年度はヒ

ト、ネコ由来の１８菌株を収集した。[岩城正昭、山本明彦（バ

イオセーフティ管理室）]

V . 結核等抗酸菌に関する研究

1. 結核菌におけるイソニアジド耐性機構の解析

イソニアジド (INH) は KatG タンパク質によって活性化

(INH-NAD) され、InhA タンパク質の活性を阻害することに

よって抗菌活性を示す。これまでに INH 耐性結核菌より、

KatG タンパク質の新規アミノ酸変異を見出し、これらの変異

が INH の活性化に関与していることを明らかにした。本年度

は INH-NAD の標的である InhA タンパク質の発現系につい

て E.coli を用いて作製した。今後、INH-NAD による InhA タ

ンパク質の阻害活性について詳細な機構を明らかにする予

定である。[金玄、森茂太郎]

2. らい菌由来 DNA ジャイレースに対する新規キノロン系抗

菌薬候補化合物の阻害活性測定

キノロン系抗菌薬であるレボフロキサシンの新規構造類縁

体について、DNA ジャイレースに対する阻害活性の測定を

行った。その結果、本化合物は結核菌並びにらい菌由来

DNAシャイレースに対してレボフロキサシンよりも高い阻害活

性を示した。今後は、レボフロキサシンよりも高い阻害活性を

示す構造的要因について明らかにする予定である。[金玄、

森茂太郎] 

3. NAD 合成やヌクレオチド分解を標的とした新規治療薬の

開発

FDA 承認薬ライブラリーを用いたスクリーニングを行い、

NAD の合成やヌクレオチドの分解に関わる酵素の活性を阻

害するとともに結核菌に対して抗菌活性を示す化合物（ヒット
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化合物）を 42 種類同定した。そのうち 20 種類の化合物につ

いては、抗結核菌活性を初めて明らかにした。今後、ヒット化

合物の検証や最適化研究を行うことによって、新規抗結核薬

の開発につながることが期待される。[森茂太郎]

4. 結核菌由来ホスホリボシル二リン酸合成酵素（MtPrsA）を

標的としたドラッグデザイン

立体構造情報に基づいて、MtPrsA の活性を特異的に阻

害する化合物を同定した。今後、構造最適化を行うことによ

って、MtPrsA の活性をより強く阻害するとともに抗結核菌活

性を示す化合物（ヒット化合物）が得られることが期待される。

[森茂太郎、Rizzi Menico (東ピエモンテ大学・イタリア)]

VI. ヘリコバクター属菌に関する研究

1. Helicobacter cinaedi の病原性に関する研究

H. cinaedi の EspC （ 大 腸 菌 の serine protease 

autotransporters ） 類似 タ ン パ ク質 （ Helicobacter cinaedi

autotransporter protein A: HcaA）の局在を調べた結果、EspC

とは異なり、HcaAは菌体外に排出されたのち、分泌されずに

菌体表面にとどまっていることが示唆された。さらに HcaA ノッ

クアウト株を用いた in vitro 感染実験により、本タンパク質は

細胞接着に寄与していることが示唆された。[林原絵美子]

2. H. cinaedi の比較ゲノム解析

H. cinaedi の比較ゲノム解析により、clonal complex 9 に属

す る 菌 株 群 に 特 異 的 な 遺 伝 子 の 中 に DNA の

phosphorothioate modification を行う dnd 遺伝子群が存在す

ることを見出した。現在、dnd 遺伝子群のノックアウトにより発

現変動する遺伝子の解析を行っている。[林原絵美子、鈴木

仁人（薬剤耐性研究センター）]

3. Helicobacter suis に関する研究

H. suis は主に豚の胃に生息し、人にも感染する病原性細

菌である。難培養菌であり、ヒト由来 H. suis 株の培養成功例

はまだない。そこで、培養法の確立に取り組み、マウスで継

代されていたヒト由来 H. suis SNTW101 株の人工培地での

培養に成功した。また、得られた菌株から完全ゲノムを決定

した。[林原絵美子、鈴木仁人（薬剤耐性研究センター）：松

井英則、中村正彦（北里大）]

VII.百日咳菌および百日咳類縁菌に関する研究

1. 国内健常人における抗百日咳菌 IgA, IgM 保有調査

百日咳抗体測定キット（ノバグノスト百日咳/IgA，ノバグノス

ト百日咳 /IgM）の基礎的評価を目的に，国内健常人血清

460 検体（2015~2016 年、1~60 歳）の抗百日咳菌 IgA および

IgM 抗体保有調査を実施した。その結果、健常人の抗百日

咳菌 IgA は中高年層で高く、抗 IgM 抗体は小児と若年層で

高い傾向にあった。これらの年齢群では、健常人であるにも

関わらず現行の判定値で診断すると高い割合で百日咳陽性

または判定保留となることが判明し、キットの診断精度には注

意が必要であると判断された。[文元礼、大塚菜緒、蒲地一

成、柴山恵吾]

2. 国内健常人における抗百日咳抗体の質的評価

国内健常人における抗百日咳毒素（PT）IgG および抗繊

維状赤血球凝集素（FHA）IgG 抗体価、ならびにこれら抗体

の抗原結合力（Avidity）を調査した。測定には 2015~2016 年

に国内健常人から採血された 460 検体を供試した（1~60 歳）。

年齢群別解析により、3~6 歳群で抗 PT IgG が量・質ともに低

下していることが判明し、この年齢群に対する精製百日せき

ワクチン追加接種の必要性が指摘された。[文元礼、大塚菜

緒、蒲地一成]

3. パラ百日咳菌の遺伝子型別法の開発

昨年度に引き続きパラ百日咳菌の新規遺伝子型別法

（MLVA 法）の評価を行なった。今年度は新たに国内臨床株

1 株と国外株 15 株を収集し、実験室株 3 株と臨床分離株 50

株を合わせた計 53 株を MLVA 法に供試した。解析株 53 株

は 25 種類の遺伝子型に分類され，その多様度指数は 0.91

（95% CI、0.86〜0.97）という高値を示した。本法はパラ百日

咳菌に対し高い解析能力を有することから、病原体サーベイ

ランスやアウトブレイク解析において有用な解析手段となるこ

とが期待できる。[蒲地一成、大塚菜緒、文元礼、柴山恵吾]

4. アジア地域における百日咳流行株の解析

SNaPshot 法を用いて百日咳菌の SNP 型別を実施した。

国内臨床分離株（n=341）は 10 種類の SNP 型（SG1−10）に

分類され、SG1 が全体の 52％、SG7 が 18％、その他の SNP

型はすべて 10％以下を占めた。近年増加傾向にある MT27

株（n=237）は 2010年代以降にSNP型の多様化が認められ、

1999~2004 年の分離株はすべて SG1 であったのに対し

2005~2009 年は 3 種類、2010~2014 年は 9 種類、2015~2018

年は 6 種類の SNP 型を示した。本法は MT27 株の遺伝子型

別法として有用である。[蒲地一成、大塚菜緒、柴山恵吾]

VIII．バルトネラ菌に関する研究

1. 路上生活者のバルトネラ菌に関する疫学調査

東京都において救急搬送された患者のうち、シラミ保有者

からの血液および患者から分離された Bartonella quintanaの

IgG 抗体価、IgM 抗体価、B. quintana 遺伝子の有無につい
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て評価した。 [久保田眞由美：佐々木年則（昆虫医科学部）、

山岸拓也（感染症疫学センター）、伊藤航人（済生会中央病

院）]

IX．流行予測事業に関する業務・研究

1. 破傷風流行予測事業で使用してきた破傷風抗体価測定

キットの製造中止に伴い開発してきた代替え品において、

2018 年度の流行予測事業で、従来品と比較検討ができるよ

う調整を行った。[岩城正昭、妹尾充敏、加藤はる、小澤賢

介：細野嘉史（デンカ生研）]

2.  2018 年 6 月 22 日に 2018 年度ジフテリア流行予測事業

実施のために、培養細胞法によるジフテリア抗毒素価測定と

判定について説明と実習を行った。高知県、北海道、東京

都、福井県、愛知県、愛媛県、富山県が参加した。[小宮貴

子、加藤はる、与那嶺澄代]

3.  2018 年度ジフテリア流行予測事業、破傷風流行予測事

業に用いる試薬の調達と発送に関する調整を行った。[妹尾

充敏、岩城正昭、加藤はる、与那嶺澄代]

X．その他薬剤耐性に関する研究

1. WHO の薬剤耐性サーベイランス(GLASS)への提出デー

タ集計

WHO が進めているサーベイランス Global Antimicrobial 

Resistance Surveillance System に提出するデータを厚生労

働省院内感染対策サーベイランス JANIS のデータベースか

ら抽出し、集計して WHO に提出した。[柴山恵吾、他薬剤耐

性研究センター職員]

2. JANIS のアジア展開

タイ、モンゴルにおいて JANIS を導入し、データの試験送

信を行なった。その他ベトナム等と協議を進めた。[柴山恵吾、

他薬剤耐性研究センター職員]

3. カンボジア、ベトナムで収集したカルバペネム耐性腸内細

菌科細菌の耐性遺伝子のグローバルな動体解明に関する

研究を進めた。[柴山恵吾、他薬剤耐性研究センター職員]

レファレンス業務

I. 百日咳関係

1. 百日咳検査キットとレファレンスの供与

百日咳実験室診断の強化・拡充を目的に、地方衛生研究

所 4 施設に 4Plex リアルタイム PCR キット（4 キット）ならびに

医療機関 1 施設に百日咳菌陽性コントロール DNA を供与し

た。[蒲地一成、柴田美幸、大塚菜緒]

2. Burkholderia mallei 検出のための陽性コントロール DNA

の提供

科学警察研究所 1 施設に B. mallei 検出法開発に使用す

るための DNA を分与した。［堀野敦子］

サーベイランス業務

I. 百日咳関係

1. 医療機関（8 施設）からの依頼を受けて、百日咳様患者の

病原体診断を 39 件ならびに百日咳類縁菌の菌同定検査を

1 件実施した。 [柴田美幸、蒲地一成、大塚菜緒]

品質管理に関する業務

Ⅰ. 生物学的製剤の品質管理に関する研究

1. 破傷風トキソイドワクチン力価試験の in vitro 化に関する

研究

現行の破傷風トキソイドワクチンの力価試験には、マウスに

多大な苦痛を強いる毒素攻撃法（in vivo で中和抗体価を見

積もる）が用いられており、3Rs の観点から代替法の開発は

急務である。結合抗体価を測定する ELISA 法は代替法とし

て考慮されてこなかったが、攻撃法と整合する結果が得られ

れば代替法として機能する可能性があるので、本年度から実

験的検討（マウスを免疫し血清を採取する）を開始した。[岩

城正昭]

Ⅱ. 国家検定、国家検査、収去検査、承認前検査、依頼試

験について

細菌第二部では細菌製剤、抗毒素製剤などの非常に多く

の製剤について国家検定、検査を担当している。平成３０年

度は総務部作成の II 国家検定・検査に示されている所掌の

試験を実施した。ここでは、II 国家検定・検査に記載されて

いない承認前検査、標準品の制定、依頼検査や、厚生労働

省の依頼により特別に実施した試験などについて記載する。

1. 承認前検査の実績

無菌試験の書類審査（1 件）

2. 標準品、参照品の制定

(1) マウス白血球数減少試験用参照インフルエンザワクチン

のロット更新作業を行ない、次期参照品として Lot. 6 を制定

した。[持田恵子、大塚菜緒、柴田美幸、蒲地一成]

(2) 標準 A 型ボツリヌス抗毒素の標準化作業を進めた。[岩

城正昭、小宮貴子、妹尾充敏、加藤はる、柴山恵吾、与那
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嶺澄代]

(3) 精製ツベルクリン標準品のロット更新を行った。[堀野敦

子、林原絵美子、金玄、森茂太郎、持田恵子]

3.依頼検査

(1) ユニセフ向け乾燥 BCG ワクチン（皮内用）関連

ア. 24 ロットの書類審査を行った。[堀野敦子、林原絵美子、

金玄、森茂太郎]

イ. 依頼試験として 3ロットの力価試験を行った。[堀野敦子、

林原絵美子、金玄、森茂太郎、持田恵子]

(2) 無菌試験: 

依頼試験として乾燥 BCG ワクチン（経皮用）8 件およびイムノ

ブラダー膀注用１件の無菌試験を行った。

[佐々木裕子、増田まり子、久保田真由美、見理 剛]

4.収去検査

（1）乾燥 BCG ワクチン（経皮用）について 1 ロットの力価試験

を行った。[堀野敦子、林原絵美子、金玄、森茂太郎、持田

恵子、本郷有美子]

III. 品質管理に関わる試験法の検討

1. 複数の製造販売業者から、ジフテリアトキソイド力価試験

結果に関して問題提議があったため、ジフテリアトキソイドを

含む製剤を製造する製造販売業社と国立感染症研究所で、

ジフテリアトキソイド力価試験法に関する検討を行った。調べ

うる限りでは、参加した製造販売業社での試験技術は問題な

いと判断された。[加藤はる、岩城正昭、妹尾充敏]

国際協力関係業務

Ⅰ．JICA 関係

1. 医療関連感染管理指導者養成研修講義(国立国際医療

研究センター、英語、2018 年 8 月 14 日) [柴山恵吾]

2. 薬剤耐性にかかる実験室診断研修講義(ベトナム NIHE、

Quang Ninh 省 CDC、Ha Giang 省 CDC、英語、2019 年 2 月

12-14 日) [柴山恵吾]

Ⅱ．WHO 関係

1. WHO Meeting to Discuss and Finalise Manual for 

Laboratory Diagnosis of Diphtheria (September 27-28, ロンド

ン、連合王国)に参加し、WHO のジフテリア実験室診断マニ

ュアルの策定作業を行った。[岩城正昭]

2. WHO Training workshop on establishment, calibration and 

management of National Reference Standards (Secondary 

Reference Standard) in Vietnam (September 17-22, ハノイ、

ベトナム)にワークショップ講師として参加し、ワクチンの品質

管理について講義を行った。[岩城正昭]

III. その他

1. PRP and CSC Meeting of the JPIAMR Surveillance 

Network Call 2018 (September 18 – 19, 2018, ローマ、イタリ

ア厚生省主催)に参加し、ヨーロッパでの薬剤耐性研究に関

する研究課題の審査を行った。[柴山恵吾]

2. NICVB-NIID Collaborative meeting (June 11, 2018、感染

研)にて、日本における細菌ワクチンの品質管理についての

説明を行った。[岩城正昭]

研修業務

I. 生物学的製剤の品質保証に関する研修

1. 国立保健医療科学院における短期研修薬事衛生管理研

修コースにおいて「微生物管理と試験法」について講義した。

（平成 30 年 5 月）［佐々木裕子］

II. ボツリヌス症の細菌学的検査に関する講習会

1. 第 7 回ボツリヌス症の細菌学的検査に関する講習会を

2018 年 11 月 7 日から 9 日まで行った。千葉県、沖縄県、福

岡市から計 3 名の参加があった。[岩城正昭、妹尾充敏、加

藤はる、与那嶺澄代]

III.その他

1. 平成 30 年度院内感染対策研修(国立病院機構 近畿グ

ループ）講義 Clostridioides difficile 感染症(CDI)の院内感

染対策 (豊中市 2019 年 3 月) [加藤はる]

その他

Ⅰ．行政科学等に対する対応

1. 薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書 2018(厚生労

働省薬剤耐性ワンヘルス動向調査検討会)作成協力[柴山

恵吾、他薬剤耐性研究センター職員]

2. 日本薬局方、生物試験法委員会が開催され（4 回）、第十

八改正以降の原案等について協議した。［佐々木裕子］

Ⅱ．感染症等についての対応

1. Clostridioides difficile 感染症やアウトブレイク疑事例につ
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いての問い合わせに対応し、依頼があった医療機関や地域

の研究会・勉強会においては講義や講演を行った。 [妹尾

充敏、加藤はる]
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定義メッセージ」の標準化と編集ツールの公開。第３０



細菌第二部

回日本臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

4) 藤本修平、本間操、八束眞一、大石貴幸、岩崎澄央、

静野健一、荻野毅史、太田浩敏、八木哲也、村上啓

雄、柴山恵吾、荒川宜親 JANIS データを利用して薬

剤耐性菌の地域拡散を調べよう 複数施設解析版

2DCM-web と関連ツールの開発と公開。第３０回日本

臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

5) 島川宏一、川上小夜子、安斎栄子、平林亜希、筒井

敦子、矢原耕史、柴山恵吾、菅井基行 JANIS 検査

部門における検査材料別薬剤感受性集計の検討。第

３０回日本臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

6) 川上小夜子、島川宏一、安斎栄子、平林亜希、筒井

敦子、矢原耕史、柴山恵吾、菅井基行 厚生労働省

院内感染対策サーベイランス(JANIS)検査部門報告

2017 年都道府県別薬剤耐性菌の分布状況。第３０回

日本臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

7) 川上小夜子、島川宏一、安斎栄子、平林亜希、筒井

敦子、矢原耕史、柴山恵吾、菅井基行 厚生労働省

院内感染対策サーベイランス(JANIS)検査部門報告

2008～2017 年年報公開情報を中心に。第３０回日本

臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

8) 鹿山鎭男、Le Nguyen Tra Mi、鈴木仁人、矢原耕史、

横田和久、柴山恵吾、大毛宏喜、菅井基行 広島県

内の医療施設において分離された中国由来 string test

陽性 blaKPC-2 保有 K.pneumoniae の解析。第３０回日

本臨床微生物学会総会、東京、2019 年 2 月

9) 柴山恵吾 本邦の医療関連感染サーベイランスにつ

いて知ろう JANISサーベイランスの概要。日本外科感

染症学会総会、大阪、2018 年 11 月

10) 文元礼、大塚菜緒、神谷元、蒲地一成 健常人にお

ける抗百日咳菌 IgA 抗体と抗 IgM 抗体の保有調査。

第 50 回日本小児感染症学会総会、福岡、2018 年 11

月

11) 砂川富正、神谷元、高橋琢理、有馬雄三、上月愛留、

松井珠乃、蒲地一成、大塚菜緒、文元礼、大石和徳

百日咳新時代~新しいサーベイランスの導入と疫学の

現状~。第 50 回日本小児感染症学会総会、福岡、

2018 年 11 月

12) 上月愛留、神谷元、高橋琢理、有馬雄三、松井珠乃、

蒲地一成、大塚菜緒、文元礼、大石和徳、砂川富正

全数把握疾患への変更により明らかになった日本の

乳児百日咳の疫学。第 50 回日本小児感染症学会総

会、福岡、2018 年 11 月

13) 加藤はる シンポジウム 4 食中毒の予防・原因究明対

応に関する現在と未来展望：ボツリヌス症の発生に係

る現況と課題。日本防菌防黴学会第 45 回年次大会

東京、2018 年 11 月

14) 加藤は る ラン チ ョ ン セ ミナ ー 15 Clostridioides

(Clostridium) difficile 感染症 (CDI):一筋縄ではいか

ない細菌学的検査の話。第 15 回日本消化管学会総

会学術集会、佐賀市、2019 年 2 月

15) 加 藤 は る ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー 1 Clostridioides

(Clostridium) difficile (CDI)感染症(CDI)の細菌学的

検査。第 34 回日本環境感染学会総会・学術集会、神

戸市、2019 年 2 月

16) 妹尾充敏、加藤はる、柴山恵吾 Clostridium difficile

感染症に対する DNA ワクチンの開発。第 92 回日本

感染症学会学術講演会第 66 回日本化学療法学会総

会合同学会、 岡山、2018 年 6 月

17) 森茂太郎、金玄、田村敏生、前田百美、林原絵美子、

Rizzi Menico、柴山恵吾 キノロン系抗菌薬の新規構

造類縁体である BFF122 の抗結核菌活性と DNA 

gyrase に対する阻害活性。日本農芸化学会 2019 年

度大会、東京、2019 年 3 月

3. その他（紀要・ホームページ等）

紀要

1) 森茂太郎  Crystal structure of the N-terminal deletion 

mutant of diadenosine polyphosphate phosphorylase 

from Mycobacterium avium. Photon Factory Activity 

Report 2017 Users’ Report, 2018 年 7 月 , 

(http://pfwww.kek.jp/acr/2017pdf/u_reports.html)


